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社 名

設 立

所 在 地

事業拠点

代 表 者

従業員数

事業内容

( 役 員 除 く / パ ー ト 含 む ) 2 0 2 4 年 3 月 末 時 点

|

|

|

|

|

|

|

株式会社ハンモック

1 9 9 4年 4月 1日

東京都新宿区大久保 1 - 3 - 2 1
ルーシッドスクエア新宿イースト 3 F

本社
名古屋営業所
大阪営業所
福岡営業所

若山  大典

2 4 3名

法人向けソフトウェアの開発、販売

会社概要
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会社概要
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組織を強くするIT環境をすべての人へ

M I S S I O N
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会社概要

社会になくてはならないリーディングカンパニーを目指す

業務支援製品の基本戦略

１，市場ニーズをいち早くキャッチしてスピーディーな製品開発

２，適正な価格で提供 （ 単 機 能 型  o r  統 合 型 ）

３，顧客のニーズに応じた形態で提供 （ オ ン プ レ ミ ス 型 、 ク ラ ウ ド 型 ）

V I S I O N



※売上高は、2023年3月期

事業概要

© 2024 Hammock Corporation

売上高

I T資産管理・セキュリティ対策製品

2,552
百 万 円

964
百万円

営業支援製品 データエントリー製品

名刺管理ソフト部門

オンプレミス クラウドオンプレミス クラウド クラウド

特許技術

WOCR
（ ダ ブ ル オ ー シ ー ア ー ル ）

特 許 第 5 4 6 4 4 7 4 号

売上高 売上高

476
百万円

構 成 比

6 4 ％

構 成 比

24％

構 成 比

12％

ネットワーク

ソリューション

（情報システム部門向け）

セールスD X

ソリューション
（営業部門向け）

A Iデータエントリー

ソリューション

（業務部門向け）

業務領域が異なる３つのソリューションを提供

6



顧客ニーズに応じた製品をオンプレミス型・クラウド型で提供

事業系統図
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民
間
企
業

官
公
庁

クラウドサービスの提供

クラウド料金の支払

システム開発業務提供

業務委託報酬支払

情報入力処理

業務委託報酬支払

データ提供

データ提供料金の支払

仕入

仕入代金の支払

オンプレミス型製品の販売

保守サービスの提供

クラウド型製品のサービス提供

導入・運用支援サービスの提供

製品およびサービス代金の支払

オンプレミス型製品の販売

保守サービスの提供

クラウド型製品のサービス提供

導入・運用支援サービスの提供

製品及びサービス代金の支払

オンプレミス型製品の販売

保守サービスの提供

クラウド型製品のサービス提供

導入・運用支援サービスの提供

製品及びサービス代金の支払

A I デ ー タ エ ン ト リ ー

ソ リ ュ ー シ ョ ン

セ ー ル ス D X

ソ リ ュ ー シ ョ ン

ネ ッ ト ワ ー ク

ソ リ ュ ー シ ョ ン



事業領域を拡大し新たな成長ステージに

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

1995/3期 1997/3期 1999/3期 2001/3期 2003/3期 2005/3期 2007/3期 2009/3期 2011/3期 2013/3期 2015/3期 2017/3期 2019/3期 2021/3期 2023/3期

売 上 高 推 移

（ 百 万 円 ）

堅調に

成長中

1 9 9 4 年 創 業

2000年リリース

2014年リリース

2015年リリース

2022年リリース

2021年リリース

201８年リリース

経営基盤確立期
リ ー マ ン シ ョ ッ ク コ ロ ナ 禍

成長の軌跡
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2,672

3,994

3,321

成長期

2023年リリース

2020/3期



事業ポートフォリオ
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2,672 

3,321 

3,131 

3,647 

3,994 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

2019/3期 2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期

ネットワークソリューション セールスDXソリューション AIデータエントリーソリューション

(売上高：百万円)

CAGR
11%

CAGR：2019/3期から2023/3期までの売上高の年平均成長率

ソリューション 成長ステージ CAGR

安定成長事業 8%

高成長事業 26%

将来成長事業 4%

セールスD X
ソリューション

ネットワーク
ソリューション

A Iデータエントリー
ソリューション

成長ステージが異なることにより持続的成長と安定した利益を実現

4%
2%

-17%

11%
13%

-20%

-15%

-10%

-5%

0%

5%

10%

15%

2019/3期 2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期

営 業 利 益 率



市場規模
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25,300 25,000 24,400

6,800 
12,500 

17,900 32,100 

37,500 
42,300 

2022年度実績 2023年度見込 2024年度予測 2025年度予測 2026年度予測

クラウド

オンプレ

端 末 管 理 ・ セ キ ュ リ テ ィ 管 理 ツ ー ル 市 場

（ 百 万 円 ）

出典：株式会社富士キメラ総研
「2023 ネットワークセキュリティビジネス調査総覧」

ネットワークソリューション セールスD Xソリューション A Iデータエントリーソリューション

数字は年度ベース
出典：株式会社富士キメラ総研「ソフトウェアビジネス新市場2023年版」

出典：デロイト トーマツ ミック経済研究所株式会社「OCRソリューション市場動向 2023年度版」
発刊年月：2023年4月発刊 当該資料のURL：https://mic-r.co.jp/mr/02710/

C X / デ ジ タ ル マ ー ケ テ ィ ン グ

（ 百 万 円 ）

O C R ソ リ ュ ー シ ョ ン 全 体 の 市 場

（ 百 万 円 ）

8,739 9,452 10,100 10,600 11,000

7,067 9,008 11,000 12,700 14,500 
11,330 

11,607 
11,900 

12,100 
12,300 

26,134 
27,143 

28,200 
28,900 

29,500 
53,270 

57,210 
61,100 64,300 

67,300 

2022年度見込 2023年度予測 2024年度予測 2025年度予測 2026年度予測

その他 BPOサービス

クラウド オンプレ

当社ソリューションが属する市場規模

74,900 
90,300 

100,700

16,800 

20,000 

23,500 

12,950 

15,500 

18,500 

104,650 

125,800 

142,700 

2022年度実績 2023年度見込 2024年度予測 2025年度予測 2026年度予測

メールマーケティングツール

マーケティングオートメーション

CRM（営業系）

CAGR
７%

CAGR
8%

CAGR
6%（ソフトウェアとアプライアンスの合計）

CAGR：2022年度から2026までの売上高の年平均成長率 CAGR：2022年度から2026までの売上高の年平均成長率 CAGR：2022年度から2026までの売上高の年平均成長率

https://mic-r.co.jp/mr/02710/
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ハンモックサイクルを高速に実現

当社の強み①
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・市場ニーズをとらえる

全 て の エ ン ド ユ ー ザ ー と の 接 点 を も つ

・ほとんどが自社開発製品

他 社 製 品 と の A P I 連 携 せ ず 、 自 由 な 製 品 開 発

・提案型営業

顧 客 の 課 題 を 的 確 に 解 決

ハンモックサイクルとは

市場ニーズを捉えた製品を製品化し

スピーディーに顧客に提供



・ 企 業 規 模 ： 中 小 企 業 が 導 入 し や す い 機 能 や 価 格 、 大 企 業 の ニ ー ズ に も 対 応

・ 業 種 ： 業 種 業 態 に 関 わ ら ず 、 ど ん な 企 業 に も あ る 業 務 を 支 援 す る サ ー ビ ス

当社の強み②

© 2024 Hammock Corporation

1 9 9 4 年 創 業 2 0 2 3 年 3 月 時 点

製造業

20%

サービス業

16%

卸売業、小売業

16%官公庁 10%

情報通信業

10%

建設業、不動産業、

物品賃貸業

10%

金融業、保険業 5%

医療、福祉 4%

運輸業、郵便業 4%
その他 5%

業 種 別 契 約 社 数

2 0 2 3 年 3 月 時 点

事 業 規 模 別 売 上 ・ 社 数 構 成

2,957社

・大企業：従業員数1,000人～
・中堅企業：従業員数100人～999人
・中小企業：従業員数～99人

業 界 動 向 や 景 気 に 左 右 さ れ に く い

顧 客 ポ ー ト フ ォ リ オ

中 小 企 業 か ら 大 企 業 ま で

幅 広 い 企 業 に 導 入

大企業

中小企業

社数構成

売上構成

13

「全方位型の製品」を提供

中堅企業



当社の強み③

14© 2024 Hammock Corporation

大企業
1,000人～

4,718社

中小企業
～99人

3,603,938社

中堅企業
100～999人

61,809社

日 本 の 事 業 規 模 区 分

（ 従 業 員 数 ）

事 業 規 模 別

当 社 製 品 導 入 企 業 率

9.9％

2.2％

0.03％

＊出典：総務省「令和3年経済センサス」

＊分母は総務省「令和3年経済センサス」を基にした数値、
分子は2023年3月時点の企業規模区分別契約社数

今後も拡大する見込みのある潜在市場



導入実績

15

「全方位型の製品」を提供することにより、幅広い企業に導入

I T資産管理・セキュリティ対策

I T資産管理・セキュリティ対策 営業支援 データエントリー

ネットワーク

ソリューション

セールスD X

ソリューション

A Iデータエントリー

ソリューション

山形市役所

太田市役所



事業規模、業種を問わず必要とされる業務領域を幅広くカバー

A社 D社

セ ー ル ス D X
ソ リ ュ ー シ ョ ン

F社

A I デ ー タ エ ン ト リ ー
ソ リ ュ ー シ ョ ン

E社

バック
（管理・業務部門）

フロント
（営業部門）

ネ ッ ト ワ ー ク
ソ リ ュ ー シ ョ ン

大企業 中小企業

ポジショニングマップ

© 2024 Hammock Corporation 16

事
業
規
模

業務領域

C社

B社
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企業の IT資産管理・セキュリティ対策を統合的に管理するソフトウェアを提供

ネットワークソリューション製品概要

© 2024 Hammock Corporation 18

内部からの

漏洩対策

内部
不正対策

外部からの

脅威対策



「統合管理」により業務効率化

ネットワークソリューション

さ ま ざ ま な 管 理 画 面

「独立したシステム」

による

非効率な運用

シ ス テ ム で 異 な る マ ス タ 管 理

管理コンソール統合 データ統合

増 え 続 け る 単 機 能 シ ス テ ム

管 理 サ ー バ を １ つ に 統 合
し 、 サ ー バ ー の 維 持 ・ 運
用 工 数 を 削 減

統 一 さ れ た 操 作 画 面 で 、
担 当 者 の 習 熟 度 を 早 め 業
務 を 効 率 化

複 数 シ ス テ ム の デ ー タ 収
集 不 要 。 い つ で も す ぐ に
活 用 で き る

操作ログ取得

PC更新管理

ウイルス対策

個人情報検索

IT資産管理

暗号化

個人情報検索 PC更新管理 IT資産管理

強み①

© 2024 Hammock Corporation 19

サーバー統合

効率化



単機能でも導入可〜企業の成長と共にオーダーメード感覚で導入、導入コストも安い〜

ネットワークソリューション

■段階的に導入できるため、

新規導入・他社からの乗り換えが容易
■導入コストが安い

一般的な
オールイン

パッケージ製品

不 要 な 機 能 も 含 む

必要な機能のみ選択

他 社 製 品

オーダーメイド感覚で導入

組織成長に合わせ追加可能

単機能でスタート

機能単位での導入を可能にした

モジュール方式

強み②
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IT資産管理 IT資産管理

PC更新管理

IT資産管理

PC更新管理

操作ログ管理

個人情報検索

暗号化

ウイルス対策



ネットワークソリューション成長戦略①
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新たなる事業領域の拡大

2000年

• 従業員1人にPC1台の
時代到来

• 「AssetView」リリース

2005ー2007年

• 個人情報保護法
• 内部統制報告制度

（JSOX法）
• 大手企業で

顧客情報漏洩事件

2013ー2015年

• マイナンバー法
• サイバーセキュリティ基本法
• 地方自治体「三層分離」
• 日本年金機構情報漏洩事件
• ランサムウェア拡大

2019ー2022年

• Win7サポートエンド
• コロナ蔓延
• GIGAスクール構想加速
• Emotet拡大
• テレワーク移行
• サイバー攻撃増加

2023年〜

• Windows11切り替え
• ウィズコロナ
• 教育委員会のローカル

ブレークアウト
• ゼロディ攻撃の増加

I T 資産管理

事
業
領
域

I T 資 産 管 理

情報漏洩
対 策

モ バ イ ル
デ バ イ ス 対 応

エ ン ド ポ イ ン ト
セ キ ュ リ テ ィ

P C 更 新 管 理

ク ラ ウ ド 対 応



ネットワークソリューション成長戦略②
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クラウドサービスの提供によるリカーリング型ビジネスモデルへの移行

サ ー バ ー の
バ ー ジ ョ ン ア ッ プ

不 要

サ ー バ ー の
運 用 ・ 管 理 不 要

す ぐ に
導 入 で き る

オンプレミス型と同等機能を

クラウド型で実現

クラウドのメリット クラウド オンプレミス

テレワークの定着 できる できない

管理拠点増加時のハードの追加 不要 必要

準備期間 約２週間 数ヶ月

管理拠点増加時の
回線(VPN等)の追加

不要 必要

ハードの維持管理コスト
(セキュリティ対策や障害対応など)

不要 必要

ファシリティ(ハード、設備等)費用 不要 高額

製品バージョンアップ 自社で行う必要なし 自社で行う必要ありクラウド型のチャーンレート※1 0.35％（2023年3月期月次平均）

※1：解約率を意味し、既存契約の月次経常収益のうち、解約に伴い減少した月次経常収益の割合
  当該割合は、「当月に失った月次経常収益額÷前月末の月次経常収益×100(%)」で算定



主要K P I

© 2024 Hammock Corporation

※1：2023年4月～2024年1月までの10ヶ月の合計額
※2：解約率を意味し、既存契約の月次経常収益のうち、解約に伴い減少した月次経常収益の割合の直近12ヵ月平均

  当該割合は、「当月に失った月次経常収益額÷前月末の月次経常収益×100(%)」で算定

0.33% 0.33% 0.28%

0.20%
0.16%

0.24% 0.26%
0.27% 0.31% 0.29%

0.00%

0.20%

0.40%

0.60%

0.80%

1.00%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

2024年3月期

※2

10%

15%

25%

32%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期

23

ネ ッ ト ワ ー ク ソ リ ュ ー シ ョ ン 売 上 全 体 に 占 め る
ク ラ ウ ド サ ー ビ ス 売 上 比 率 チ ャ ー ン レ ー ト

リカーリング型ビジネスモデルへの移行と低いチャーンレート維持による成長の実現

ク ラ ウ ド 比 率 を 高 め 、 リ カ ー リ ン グ 型 ビ ジ ネ ス モ デ ル へ の 移 行 を 加 速

低 い チ ャ ー ン レ ー ト （ 解 約 率 ） の 実 現 に よ り 安 定 的 収 益 を 獲 得
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セールスD Xソリューション製品概要と強み①
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※1：セールフォースオートメーションの略で、営業支援システムであり、
営業業務の見える化、効率化を図る仕組み、システムのこと

※2：マーケティングオートメーションの略で、マーケティング業務を自動化、
効率化する仕組み、システムのこと

新規開拓 名刺管理 ＳＦＡ MＡ（マーケティング機能）

株式会社〇〇

□□□ご担当者様

企業リストを取得し

問い合わせ窓口にフォーム営業

名刺をデータ化し

顧客情報を一元管理

営業活動を共有し 

ビジネスの状況を可視化

顧客の興味関心を可視化し

HOTなお客様が見つかる

業界 成長率

従業員数
A社

B社
C社

エリア

企業動向

法人営業の営業活動を支える「新規顧客開拓」「名刺管理」・「SFA ※ 1」・「MA ※ 2」の

領域を統合した一気通貫の営業支援ツールを提供

「営業を強くし、売上を上げる」をコンセプトにクラウドサービスを提供



セールスD Xソリューション強み②
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インターネット上の公開情報

国税庁

EDINET

企業HP

etc…

企業属性や動向がわかる

“当社独自”の企業DB

会社名 業界

上場区分

従業員数 売上高

事業内容

etc…

収集 整理 加工

データの収集・構築 データの利活用

名刺情報 商談情報

活動履歴 メール

Web閲覧セミナー

ホットプロファイルに蓄積された

“顧客”の営業データ

etc…

受注傾向に近い企業が

見つかりました。

※1：2024年1月31日時点

企業データと営業データを掛け合わせて分析。

ポテンシャルの高い見込み客を自動でお知らせ。

26

当社が独自A Iを用いて成形した４８０万社以上 ※ 1の企業データベース



顧客のニーズや事業成長に合わせて

機能拡張や利用部門の拡大が可能

セールスD Xソリューション

機能の広がり

部門の広がり

サービス範囲

S F A の利用

M A の利用

全営業部での利用

全社での利用

利用部門の
拡大

利用部門の拡大

利用機能の拡大

利用機能の拡大

名刺管理の利用

1 営業部での利用
単機能での利用開始

1 部門での利用開始

強み③
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複数ツールを組み合わせるよりも

低コストで効果的

一般的な
オールイン

パッケージ製品

不 要 な 機 能 も 含 む

他 社 製 品
名刺管理

S F A

M A

コスト削減

他 社 製 品

M A
＋

S F A
＋

名刺管理



営業支援領域における新たな事業領域の拡大

顧 客 の ニ ー ズ を 捉 え そ の 課 題 を 解 決

成長戦略①
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MA
リリース

名刺管理
リリース

SFA領域

新規開拓領域

SFA
リリース

新規開拓
リリース

顧客のニーズ

見込みの高い
顧客に

営業したい！

顧客のニーズ

名刺を営業活動

に活用したい！

顧客のニーズ

顧客への

営業履歴も

一緒に見たい！

顧客のニーズ

新規開拓
したい！

事
業
領
域
と
売
上
を
拡
大

セールスD Xソリューション

営業に関する
専門性の高い製品

マーケティングオートメーション領域

名刺管理領域

2 0 2 3 年
3 月 期



販売チャネルの拡大

新 規 顧 客 開 拓 の た め 、 新 た な 販 売 チ ャ ネ ル を 開 拓 し 販 路 拡 大

セールスD Xソリューション

販売代理店と協業
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成長戦略②

ＯＥＭ提供先の大手販売店



カスタマーサクセスの強化による継続利用率の向上

成長戦略③
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専 任 ス タ ッ フ が 顧 客 と 密 な 関 係 性 を 構 築 し 顧 客 の セ ー ル ス D X ま で を 実 現

セールスD Xソリューション

利用開始から定着までを支援

ステップ１

顧客情報管理の一元化

ステップ２

営業活動の効率化

ステップ３

売り上げ向上の実現

継続利用率の向上
アップセルの向上

支援内容

・紙名刺のデータ化処理

支援内容

・営業活動履歴の登録

支援内容

・営業活動のステージ登録



主要K P I
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※1：Monthly Recurring Revenue。継続顧客に係る月次経常収益の合計額（一時収益を含まない）
2：解約率を意味し、既存契約の月次経常収益のうち、解約に伴い減少した月次経常収益の割合の直近12ヵ月平均

  当該割合は、「当月に失った月次経常収益額÷前月末の月次経常収益×100(%)」で算定

0.86%
0.85%

0.76% 0.77%
0.81% 0.83%

0.67%
0.70%

0.79%
0.84%

0.40%

0.60%

0.80%

1.00%

1.20%

1.40%

4月 5月 6月 ７月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

2024年3月期

※2(百万円)
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契約拡大・継続率向上により安定した収益獲得と成長の実現

M R R チ ャ ー ン レ ー ト

87 
87 

89 
90 

91 

93 93 
94 

95 
97 

80

82

84

86

88

90

92

94

96

98

4月 5月 6月 ７月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

2024年3月期

※1

新 規 顧 客 獲 得 と 低 い チ ャ ー ン レ ー ト に よ り M R R が 増 加
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A I  OCRによりデータエントリー業務を効率化 〜労働人口減少の時代を救う〜

A Iデータエントリーソリューション

特 許 技 術 に 基 づ く 2 つ の O C R エ ン ジ ン を 搭 載 し た 「 A n y Fo r m O C R 」 と 「 W O Z E 」 に よ り 、 様 々 な

帳 票 を デ ー タ 化 し 、 デ ー タ 入 力 業 務 を 削 減

製品概要
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品名：商品A
数量：3
金額：3,000

TEXT DATA

OCR
品名：商品A
数量：3
金額：3,000

作 業

削減

当社在宅ワーカーによって、顧客による目視チェックを「ゼロ」に

・処理スピードが要求される基幹業務に対応

・基幹システムと連携による更なる効率化

データ入力業務の効率化

当社によるデータ化サービス作 業

不要

A I  O C R技術を使い人件費の削減



AI  OCRを活用した『ＷＯＣＲ』の特許

A Iデータエントリーソリューション

特 性 の 異 な る ２ つ の A I  O C R エ ン ジ ン で 文 字 認 識 し 、 そ の 結 果 を 自 動 比 較 し 不 一 致 デ ー タ を 自 動 的 に

選 別

デ ー タ の 確 定

全件

特許技術

WOCR
（ ダ ブ ル オ ー シ ー ア ー ル ）

他社の仕組み

氏 名 （ 姓 ）

帳 票 に 記 載 さ れ た 文 字

会 員 番 号 氏 名 （ 姓 ） 会 員 番 号

帳 票 に 記 載 さ れ た 文 字

H 0 0 1 5 1田 中

H 0 0 1 5 7田 中

第1 AI OCR

第2 AI OCR

1 つ の A I  O C R

H 0 0 1 5 7田中

2 つ の A I  O C R の
比 較 結 果

一致 不一致

目視チェック作業

強み①
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一部



『W OZE』によるA Iデータエントリーサービス

A Iデータエントリーソリューション

暗 号 化

低単価を実現高セキュリティ

WOCRによる
効率的なチェック

不一致

一致

分 離 さ れ た
項 目 画 像

当 社 在 宅 ワ ー カ ー

人件費の削減

確保の手間不要

投資不要
（機材、建物、運用管理）

デ

ー

タ

確

定

目 視 チ ェ ッ ク

分散
提供

分離

分 散 提 供 に よ り 個 人 や 機 密 情 報 が 特 定 で き な い

暗 号 化

目視チェック

強み②
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B PO ※ 1事業者をターゲットとしたW OZEによる事業領域の拡大

A Iデータエントリーソリューション

O C R ソ リ ュ ー シ ョ ン 全 体 の 市 場

7,991 8,118 8,739 9,452 10,100
6,060 5,538 

7,067 
9,008 

11,000 
10,890 11,100 

11,330 
11,607 

11,900 

24,325 25,334 
26,134 

27,143 
28,200 

49,266 50,090 
53,270 

57,210 
61,100 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

2020年度

実績

2021年度

実績

2022年度

見込

2023年度

予想

2024年度

予想

オンプレ クラウド BPOサービス その他

（ 百 万 円 ） 330億円

B P O サ ー ビ ス

119億円

ソ フ ト ウ ェ ア ラ イ セ ン ス

ク ラ ウ ド

110億円

ソ フ ト ウ ェ ア ラ イ セ ン ス

オ ン プ レ ミ ス

101億円

2 0 2 4 年 予 測

成長戦略
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出典：デロイト トーマツ ミック経済研究所株式会社「OCRソリューション市場動向 2023年度版」
発刊年月：2023年4月発刊  当該資料のURL：https://mic-r.co.jp/mr/02710/

人 手 に よ る 入 力 作 業 で 対 応 し て い た デ ー タ エ ン ト

リ ー 業 務 は 代 替 手 段 の ニ ー ズ が 高 ま っ て い る

労働人口が減少する世の中

当 ソ リ ュ ー シ ョ ン で は 今 ま で 大 量 の 帳 票 を デ ー タ

化 す る 企 業 等 を 中 心 に O C R 製 品 を 販 売

今 後 、 顧 客 が 行 な う デ ー タ エ ン ト リ ー 業 務 を 大 幅

に 削 減 で き る W O Z E に よ り 、 人 手 に よ る デ ー タ

エ ン ト リ ー 業 務 を 主 な 事 業 と し て い る B P O 事 業

者 を タ ー ゲ ッ ト に 新 し い 市 場 を 開 拓 し て い き ま す

B PO ※ 1事業者をターゲットに成長

※1：Business Process Outsourcing（ビジネス・プロセス・アウトソーシング）の略で、
  企業活動における業務プロセスの一部を一括して専門業者に外部委託すること

https://mic-r.co.jp/mr/02710/
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ハンモックサイクルを高速に回転させることにより、さらなる成長の実現

当社の成長戦略①
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ハンモックサイクルにより実現

新規顧客獲得

継続率向上

単価アップ

事業領域の拡大
新製品

新機能



当社の成長戦略②
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セ ー ル ス D X
ソ リ ュ ー シ ョ ン

売 上

ネ ッ ト ワ ー ク
ソ リ ュ ー シ ョ ン

A I デ ー タ エ ン ト リ ー
ソ リ ュ ー シ ョ ン

ラ イ セ ン ス

2 0 2 3 年
3 月 期

安定的収益の獲得・利益率の向上

■開発費用等の固定費の売上全体に対する比率低減

■顧客獲得費用（営業費用、広告宣伝費等）コントロール

■顧客の継続利用を高める

全ソリューションのリカーリング型ビジネスモデルへの移行による利益率の向上
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認識するリスクと対応策

項目 主なリスク 可能性 影響度 当該リスクへの対応策

業界動向及び
市場ニーズの変化

DX化が進み、システム環境のクラウド化が進む中、当社の製品に対す
る市場ニーズは今後も大きく拡大すると考えておりますが、IT業界は変
化が激しく、技術革新や企業のビジネスモデルの変化などにより市場
ニーズの方向性が大きく変化する可能性があります。その変化によって
は、当社製品への市場ニーズが減少し、当社の事業運営、経営成績及び
財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

中 大

当社においては、カスタマーサクセス及び営業の強化を行い、適時に顧客
のニーズを捉えるとともに、マーケティングにも注力することにより、市
場のニーズ及び業界の動向を敏感に察知し、早期に対応してまいります。

優秀な人材の確保
及び育成について

当社において、最も重要となる資産は人材と考えております。継続的な
事業成長のためには、営業、開発、カスタマーサクセス、管理のいずれ
の業務領域においても優秀な人材を採用し、育成することが重要となり
ます。予算策定、中期経営計画策定においても、人員計画は重要な要素
であり、採用が計画通り進まない場合や想定以上の退職者が発生するな
どにより計画通り人材が確保できない場合、当社の事業運営、経営成績
及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

中 大

近年、日本においては、エンジニアの人材が不足し、採用が大変難しくなっ
ております。そのため、自社製品を企画、開発し、顧客に届けるという当社
の魅力を伝えるとともに、エンジニアのロードマップを描くことでキャリア
ビジョンを明確にし、また、リモートワークの導入など多様な働き方を提供
することで、採用を強化してまいります。それと同時に「組織を強くする
IT環境をすべての人へ」というミッションを社内において継続的に浸透さ
せモチベーションを高め、研修の充実、資格取得支援などを図ることで従業
員定着率を高めてまいります。

競合について

当社の事業においては、いずれのソリューションにおいても、競合他社
が存在しております。当社においては、他社にない製品機能や品質、ま
たスピーディーな機能追加やクラウド化対応、導入しやすい価格設定な
どにより競合他社との差別化を図り優位性を有していると考えておりま
す。しかしながら、特出した機能的優位性をもった製品の新規参入や極
端に安価な価格設定により競争が激化した場合、当社の事業運営、経営
成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

中 大

他社の状況をモニタリングするとともに、市場に必要とされる製品を継続的
に開発していくことで、当社の優位性を確保してまいります。そのために、
カスタマーサクセス及び営業を強化し、常に顧客ニーズを掴むことで市場
ニーズへ適切に対応してまいります。

当社製品の
システム障害について

当社製品の開発においては、開発体制を整備し、品質管理の部署を
独立させ十分なテストを実施するなど、製品の品質管理を徹底して
おりますが、想定外の障害、不具合等が発生し、大規模なシステム
障害となった場合には、当社の事業運営、経営成績及び財政状態に
影響を及ぼす可能性があります。

低 大

当社では、不具合等によるシステム障害に備え、障害対応やサポート体制
の整備を行っております。

個人情報等の漏洩について

当社製品は、名刺情報等の個人情報等を取り扱っております。そのため、
万一、情報漏洩が発生した場合には、当社に対する信用力の低下による
収益の減少、損害賠償請求等が発生する可能性があります。この場合に
は、当社の事業運営、経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があ
ります。

低 大

当社においては、情報セキュリティマネジメントシステム（ISMS）及びＰ
マークを取得し、内部管理体制を整備することで、情報漏洩防止の対策を
とっております。また、当社の製品の機能としても個人情報漏洩対策機能を
装備しております。

リスク情報
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その他のリスクについては、有価証券届出書等の「事業等のリスク」をご参照ください。



Appendix

役員一覧

料金体系

沿革

財務ハイライト



役員一覧

代表取締役社長
若山 大典

• 1997年７月 ㈱アルファ入社
• 2000年９月 当社入社
• 2009年６月 当社取締役就任
• 2014年５月 当社常務取締役就任
• 2018年４月 当社代表取締役社長就任（現任）

取締役
中山 憲二

• 1983年４月 日本アイ・ビー・エム㈱入社
• 2016年10月 当社取締役

ＡＩデータエントリーソリューション事業部長就任
• 2020年４月 当社取締役就任（現任）

社外監査役（常勤）
二宮 真司

• 1983年４月 和光証券㈱（現みずほ証券㈱）入社

• 2018年９月 エフビーホールディングス㈱ 取締役社長室長就任

• 2023年１月 当社監査役就任（現任）

取締役会長
若山 正美

• 1970年４月 日本アイ・ビー・エム㈱入社
• 1994年４月 当社設立
• 1995年５月 当社代表取締役社長就任
• 2018年４月 当社取締役会長就任（現任）

社外取締役
小林 保裕

• 1994年４月 第一生命保険相互会社（現第一生命
保険株式会社）入社

• 2017年４月 ㈱セレス 常務取締役兼管理本部長就
任（現任）

• 2022年８月 当社取締役就任（現任）

社外監査役
髙藤 栄治

• 1979年４月 岡三証券㈱入社

• 2008年10月 ㈱岡三証券グループ総務部長就任

• 2018年６月 岡三情報システム㈱監査役就任

• 2021年６月 当社監査役就任（現任）

取締役CFO
冨來 美穂子

• 1988年４月 ㈱リクルート入社
• 2015年６月 ㈱エスエルディー取締役就任
• 2018年７月 ㈱フォーデジット取締役CFO就任
• 2021年９月 当社取締役CFO兼管理本部長就任

（現任）

社外取締役
後藤 恒久

• 1981年４月 日本電信電話公社（現日本電信電話
㈱）入社

• 2012年６月 ㈱エヌ・ティ・ティ・データ・
オーロラ 代表取締役社長 就任

• 2023年１月 当社取締役就任（現任）

社外監査役
大庭 崇彦

• 2006年12月 監査法人トーマツ（現有限責任監査法人トーマツ）入所

• 2011年10月 ㈱Bridge（現ブリッジコンサルティンググループ㈱）
創業 代表取締役COO就任

• 2023年１月 当社監査役就任（現任）
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ソリューション 提供形態 主な製品 提供料金（１契約あたり）

ネットワーク

ソリューション

オンプレミス型 AssetView 数十万円～数千万円

クラウド型 AssetView CLOUD 月額 数万円～数百万円

セールスＤＸ

ソリューション
クラウド型

ホットプロファイル 月額 数百円～数百万円

ホットアプローチ 月額 数万円～数十万円

ＡＩデータエントリー

ソリューション

オンプレミス型 AnyForm OCR 数百万円

クラウド型 WOZE 月額 数万円～数百万円

料金体系



沿革 1994 4 ▕ 東京都新宿区高田馬場に株式会社ハンモック設立

12 ▕ 米Cardiff社（現Opentext.inc）のFAX/スキャナー対応OCRソフト「TeleForm」提供開始

2000 4 ▕ 統合型IT運用管理ツール「AssetView」提供開始

2005 3 ▕ 大阪府大阪市西区に大阪営業所開設

12 ▕ 高機能FAXサーバ「RightFax日本語版」提供開始

▕ 株式会社日立ソリューションズの情報漏洩対策ソフトウェア「秘文」シリーズに「AssetView」のOEM提供開始

2006 3 ▕ 愛知県名古屋市中区に名古屋営業所開設

2010 5 ▕ ２つのOCRエンジンを搭載した「WOCR」提供開始

2013 4 ▕ 福岡県福岡市中央区に福岡営業所開設

2014 1 ▕ 独自開発OCRエンジン「WOCR」の特許を取得（特許第5464474号）

4 ▕ 営業支援ツール「ホットプロファイル」提供開始

2015 10 ▕ 帳票データ化OCRソフト「AnyForm OCR」提供開始

2017 2 ▕ 東京都新宿区大久保に本社移転

2018 6 ▕ 「AssetView」のクラウド版「AssetView CLOUD」提供開始

2020 10 ▕ マルウェア対策ツール「AssetView Vplus（エンドポイントセキュリティ）」提供開始

2021 5 ▕ 「オンライン名刺交換」の特許を取得（特許第6856960号）

7 ▕ クラウド型データエントリーサービス「WOZE」提供開始

11 ▕ 株式会社NTTドコモに営業支援ツール「ホットプロファイル」のOEM提供開始

2022 7 ▕ 新規顧客開拓ツール「ホットアプローチ」提供開始

11 ▕ クラウド型データエントリーサービス「WOZE」にダブルAI OCRを搭載し、提供開始

2023 1 ▕ 「AssetView」の新ブランド「AssetView Cloud＋」を提供開始
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財務

ハイライト

決算年月 2021年３月 2022年３月 2023年３月

売上高 (千円) 3,130,866 3,647,094 3,993,779

経常損益 (千円) △424,242 409,138 504,002

当期純損益 (千円) △323,750 931,565 417,136

資本金 (千円) 20,000 36,483 36,483

発行済株式総数 (株) 400 4,310,000 4,310,000

純資産額 (千円) 195,444 1,222,679 1,505,818

総資産額 (千円) 2,795,914 4,743,742 4,583,294

１株当たり純資産額 (円) 576,531.02 296.05 362.32

１株当たり配当額 (円) 13,896.76 35.0 18.0

１株当たり当期純損益 (円) △927,651.05 247.69 100.91

自己資本比率 (％) 6.99 25.78 32.85

自己資本利益率 (％) ― 131.38 30.58

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) ― 1,064,101 △252,417

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) ― 750,712 △731,427

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) ― 73,986 △127,368

現金及び現金同等物の期末残高 (千円) ― 3,141,007 2,034,877

従業員数 (名) 181 196 205

従業員一人当たり売上高 （千円） 17,297 18,607 19,481
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本資料の作成に当たり、当社は当社が入手可能な統計等第三者情報についての正確性や完全性に依拠し、前提としていますが、その正確性あるいは

完全性について、当社は何ら表明及び保証するものではありません。

発表日現在の将来に関する前提や見通し、計画に基づく予想が含まれている場合がありますが、これらの将来に関する記述は、当社が現在入手して

いる情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社としてその達成を約束するものではありません。これらの記述の内容につい

ては、経済状況の変化や顧客のニーズ及び嗜好の変化、他社との競合、法規制の変更等、今後の様々な要因によって大きく差異が発生する可能性が

あります。

今後の当資料のアップデートは、2025年5月頃とし、その後は毎年5月頃を目処に開示する予定です。

本資料の取り扱いについて
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